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 被験筋は，左側咬筋浅部（以下 LMM），右側咬筋浅部（以下 RMM），左側側頭筋前
部（以下 LTA），右側側頭筋前部（以下 RTA）である．円形の銀・塩化銀表面電極






幅し，低域遮断フィルタを 50Hz，高域遮断フィルタを 1KHz で帯域濾過後，サン















Ⅲ．結  果 
 
１．総筋活動量 
 図 3  
を自由咀嚼した際の咀嚼開始から嚥下終了までの積算した筋活動量を示す．LMM 
（図 3(a)）において， では 1113.2±606.1%MVC では 1410.6± 




RMM（図 3(b)）において， では 888.6±447.2%MVC では 
1295.2±798.9%MVC では 1599.0±1193.3%MVC であり，LMMと同様に歯列 
 
を示し， に有意な差を認めた．同様の比較を LTA（図 3(c)），RTA 








間に有意差を認めた． RMM(図 4(b))と LTA（図 4(c)）では，有意な差は生じなか
ったが，歯列形態が短くなるに従って総筋活動量は増加する傾向を示した．一方，



















 図 6は，ライスを咀嚼した際の 1回の咀嚼に要する平均筋活動量を示す．LMM 
（図 6(a) 23.6±11.6%MVC 22.2±10.2%MVC，
21.5±10.8%MVCであり，一定の傾向を示さず，歯列形態による有意 
差は認めなかった．RMM（図 6(b)），LTA（図 6(c)），RTA（図 6(d)）においても同 
様に分析を行ったところ，有意差は認められなかった．すなわち，ライスを咀嚼 
する際の 1回の咀嚼に要する平均筋活動はほぼ一定であることが示された． 
 図 7は，ビーフジャーキーを咀嚼した際の 1回の咀嚼に要する平均筋活動量を





































には，食品の性状に配慮が必要である．Yurkstasら 29)，Trapozzanoら 30)， 
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図 2 筋電図の導出 
 
図 3 ライス自由咀嚼時の総筋活動量 
(a) LMM  
(b) RMM  
(c) LTA  
(d) RTA  
 
図 4 ビーフジャーキー自由咀嚼時の総筋活動量 
(a) LMM  
(b) RMM  
(c) LTA  
(d) RTA  
 




図 6 ライスの 1回の咀嚼に要する平均筋活動量 
(a) LMM  
(b) RMM   
(c) LTA   
(d) RTA   
 
図 7 ビーフジャーキーの 1回の咀嚼に要する平均筋活動量 
(a) LMM   
(b) RMM   
(c) LTA   
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